
世界で活躍できる女性の人材
育成のため、渡航費用を
支援します。

東北大学大学院
女子学生海外渡航
支援事業

応 募 資 格
本学に在籍する大学院女子学生（渡航時にも本学大学院女子学生の身分を有する者。
研究分野、国籍は問わない。なお、これまで海外において開催される国際学会等で研究
発表を行う機会が少なかった者を優先する。）

下記書類を郵送にて、応募書類提出先まで送付すること。
（1）応募申請書（下記ホームページよりダウンロードすること。）
（2）発表演題（予定）の英文アブストラクト（様式任意）
　  ※発表演題と発表者名（共同発表者があれば、その氏名）も記入すること。 

（3）航空運賃見積書
　  ※エコノミークラスで、開催地と本邦間の最も経済的な経路による航空運賃（空港使用料・航空保険料等を含む。）

（4）参加する国際学会等の概要が分かる書類（開催通知又はプログラム等）
　  ※申請時点で取り寄せることができる、当該国際学会等の概要－開催期間、全体会、分科会等の構成が記載されたもの－がわかるもの、 

　　　　もしくは会議主催者からの採録通知等。

応 募 方 法

【応募書類提出先・問い合わせ先】応募書類は郵送のみにて受け付けます。
〒980-8577  仙台市青葉区片平2-1-1東北大学男女共同参画推進センター（総務企画部総務課総務係）

E - m a i l：d a n j y o @ b u r e a u . t o h o k u . a c . j p 　  H P：h t t p : / / w w w . b u r e a u . t o h o k u . a c . j p / d a n j y o /
TEL：022-217-4811

応 募 締 切

平成26年6月16日（月）当日消印有効
※審査結果は、応募者へ6月下旬ごろ本人宛てに通知予定。

支 援 内 容
申請に基づき、渡航に係る費用を15万円を上限として、事後に支給（精算払）する。

応 募 要 件
平成26年7月～平成27年3月の間に海外で開催される国際学会、シンポジウ
ム、セミナー及び研究集会等であること。（学会運営のための委員会等は対象
としない。）
特定の主題について、当該大学院生が研究発表を行うことを目的として、参
加するもの。（資料収集のための参加等は対象としない。）

本事業に応募するものと同一内容で他からの助成を受けていないもの。

本学の最寄りの国際空港から開催地の最寄りの空港までの、最も経済的な経路
による、低廉な航空運賃（空港使用料・航空保険料等を含む。）が原則15万円以
内であるもの。

※下記（1）～（4）を全て満たすものであること。

1

2

3

4

※採択者はその氏名、学年、参加した国際学会等の名称及び報告内容について、仙台Ⅰゾンタクラブホームページ上で紹介されることがあるので、あらかじめ承知すること。
※採択後、学外へ転出、またはやむを得ない事情により、申請内容について変更が生じた場合又は参加を取り止めた場合は、速やかに下記問い合わせ先へ連絡すること。

第3回 仙台Ⅰゾンタクラブ

採 択 者 の 義 務
帰国後30日以内に別に定める様式により、報告書を提出すること。
※この報告書は仙台Ｉゾンタクラブへ送付するほか、本学男女共同参画委員会ホームページへ掲載する。 

事後に本事業出資者である仙台Ⅰゾンタクラブの例会において、国際学会
等での発表や体験などについて報告すること。

1

2
採 択 件 数
2件（予定）

※ 来年から企業で働くことになっている自分にとって、今日はとても勉強になりました。辻村さんや森さ
んをはじめ、行動力のある女性がここまで取り組まないと「男女共同参画」は日本で成り立たないの
かと思うと、やはり昔からある人の意識を変えるという事は難しいのだなと感じました。

※ 辻村先生や森先生の貴重なお話をきけて良かったです。
※ 森議員の講演には勇気をいただきました。
※ 素晴らしい女性リーダーや女性研究者の話を聞くことができて、非常に「模範」になる方だと思いまし

た。
※ 男女共同参画について様々な意見を聞くことができ、興味深かったです。
※ 森前大臣のご自身のお話も含めての力強いご講演を聴くことができ、大きなエネルギーを得られまし

た。
※ とても有意義なシンポジウムでした。今後も男女共同参画社会に関して考えていきたいと思います。
※ 森まさこ議員のお話がよかったです。
※ 東北大学としての「男女共同参画」の「これまで」と「今」と「これから」を知る良い機会になりました。
※ 普段は自分一人で育児と仕事を両立しようと頑張っていますが、今のシンポジウムから社会から男

女共同参画への取組を認識できて、良かったと思います。ありがとうございました。最後のポスドクの
質問で周囲の育児サポート意識を高めるについてですが、自分の意識（育児期間は仕事効率低下
するのは当たり前）と思えるようにするのも必要かも、と改めて思った。気づかせてくれてありがとう。

※ 森議員のお話がとても印象的でした。大臣として女性のため、最終的には社会のための取組を行
い、結果を出しているところが本当に素晴らしいと感じました。

※ 森大臣の講演は良かったです。次回も政府関係者のお話が聞けると良いと思います。
※ 今の大学院生の世代が、差別を感じたことがない、という話が印象的でした。「周りの意識を変える」

という取組が実現することを期待しています。

※ パネルディスカッションではいい話が聞けた。もう少しフロアからの意見もあってもよいか。

資 料 6
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【応募方法】 

下記書類を郵送にて、応募書類提出先まで送付すること。 

（１）応募申請書（下記ホームページよりダウンロードすること。） 

（２）発表演題（予定）の英文アブストラクト（様式任意）※ 

   ※発表演題と発表者名（共同発表者があれば、その氏名）も記入すること。 

（３）航空運賃見積書※ 

※エコノミークラスで、開催地と本邦間の最も経済的な経路による航空運賃（空港使用料・航空

保険料等を含む。） 

（４）参加する国際学会等の概要が分かる書類（開催通知又はプログラム等）※ 

    ※申請時点で取り寄せることができる、当該国際学会等の概要－開催期間、全体会、分科会等の

構成が記載されたもの－がわかるもの、もしくは会議主催者からの採録通知等。 

 

【注意事項】 

（１）応募にあたっては、指導教員の承認を受けること。 

（２）同一研究室内で同一国際学会等への渡航支援を希望する女子学生が複数

いる場合、当該研究室教授等は申請書の推薦欄に推薦順位も記載するこ

と。 

（３）提出された申請書等は原則として返却しない。 

（４）審査の過程において又は採択された場合、さらに必要な資料の別途作成、

提出を求める場合がある。 

（５）申請内容について、採用後に大幅な変更が生じた場合は採用を取り消す

場合がある。 

（６）申請は１名１件限りとする。 

 

【応募締切】 

平成２６年６月１６日（月）当日消印有効 

 

【結果通知】 

６月下旬ごろ本人宛てに通知予定 

 

【採択者の義務】 

（１）帰国後３０日以内に別に定める様式により、報告書を提出すること※。 

   ※この報告書は仙台Ｉゾンタクラブへ送付するほか、本学男女共同参画委員会ホームページへ掲

載する。 

（２）事後に仙台Ⅰゾンタクラブの例会において、国際学会等での発表や体験

などについて報告すること。 

 

 

 

第３回 仙台Ⅰゾンタクラブ 東北大学大学院 

女子学生海外渡航支援事業 公募要項 

 

【主旨および目的】 

２００７（平成 19）年に本学創立 100 周年を記念して、国際理解と社会奉

仕、女性の社会的地位向上を目指す団体「仙台Ⅰゾンタクラブ」から、これか

らの社会を担う前途有為な人材への支援として、本学に在籍する大学院女子学

生を対象とした支援金（名称：仙台Ⅰゾンタクラブローズ支援金）が本学へ贈

呈されました。 

２０１２（平成２４）年度からは、仙台Ⅰゾンタクラブ 東北大学大学院女子

学生海外渡航支援事業として継続されており、海外において開催される国際学

会等で研究発表を行う大学院女子学生を対象として、その渡航に係る費用を支

援することにより、世界で活躍できる女性の人材育成並びに本学における男女

共同参画を推進することを目的として実施されるものです。 

 

【応募資格】 

 本学に在籍する大学院女子学生（渡航時にも本学大学院女子学生の身分を有

する者。研究分野、国籍は問わない。なお、これまで海外において開催される

国際学会等で研究発表を行う機会が少なかった者を優先する。） 

 

【応募要件】※下記（１）～（４）を全て満たすものであること。 

（１）平成２６年７月～平成２７年３月の間に海外で開催される国際学会、シ

ンポジウム、セミナー及び研究集会等であること。（学会運営のための委

員会等は対象としない。） 

（２）特定の主題について、当該大学院生が研究発表を行うことを目的として

参加するもの。（資料収集のための参加等は対象としない。） 

（３）本事業に応募するものと同一内容で他からの助成を受けていないもの。 

（４）本学の最寄りの国際空港から開催地の最寄りの空港までの、最も経済的

な経路による、低廉な航空運賃（空港使用料・航空保険料等を含む。）が

原則１５万円以内であるもの。 

 

【採択件数】 

 ２件（予定） 

 

【支援内容】 

申請に基づき、渡航に係る費用を、１５万円を上限として、事後に支給（精

算払）する。 
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【応募方法】 

下記書類を郵送にて、応募書類提出先まで送付すること。 

（１）応募申請書（下記ホームページよりダウンロードすること。） 

（２）発表演題（予定）の英文アブストラクト（様式任意）※ 

   ※発表演題と発表者名（共同発表者があれば、その氏名）も記入すること。 

（３）航空運賃見積書※ 

※エコノミークラスで、開催地と本邦間の最も経済的な経路による航空運賃（空港使用料・航空

保険料等を含む。） 

（４）参加する国際学会等の概要が分かる書類（開催通知又はプログラム等）※ 

    ※申請時点で取り寄せることができる、当該国際学会等の概要－開催期間、全体会、分科会等の

構成が記載されたもの－がわかるもの、もしくは会議主催者からの採録通知等。 

 

【注意事項】 

（１）応募にあたっては、指導教員の承認を受けること。 

（２）同一研究室内で同一国際学会等への渡航支援を希望する女子学生が複数

いる場合、当該研究室教授等は申請書の推薦欄に推薦順位も記載するこ

と。 

（３）提出された申請書等は原則として返却しない。 

（４）審査の過程において又は採択された場合、さらに必要な資料の別途作成、

提出を求める場合がある。 

（５）申請内容について、採用後に大幅な変更が生じた場合は採用を取り消す

場合がある。 

（６）申請は１名１件限りとする。 

 

【応募締切】 

平成２６年６月１６日（月）当日消印有効 

 

【結果通知】 

６月下旬ごろ本人宛てに通知予定 

 

【採択者の義務】 

（１）帰国後３０日以内に別に定める様式により、報告書を提出すること※。 

   ※この報告書は仙台Ｉゾンタクラブへ送付するほか、本学男女共同参画委員会ホームページへ掲

載する。 

（２）事後に仙台Ⅰゾンタクラブの例会において、国際学会等での発表や体験

などについて報告すること。 

 

 

 

第３回 仙台Ⅰゾンタクラブ 東北大学大学院 

女子学生海外渡航支援事業 公募要項 

 

【主旨および目的】 

２００７（平成 19）年に本学創立 100 周年を記念して、国際理解と社会奉

仕、女性の社会的地位向上を目指す団体「仙台Ⅰゾンタクラブ」から、これか

らの社会を担う前途有為な人材への支援として、本学に在籍する大学院女子学

生を対象とした支援金（名称：仙台Ⅰゾンタクラブローズ支援金）が本学へ贈

呈されました。 

２０１２（平成２４）年度からは、仙台Ⅰゾンタクラブ 東北大学大学院女子

学生海外渡航支援事業として継続されており、海外において開催される国際学

会等で研究発表を行う大学院女子学生を対象として、その渡航に係る費用を支

援することにより、世界で活躍できる女性の人材育成並びに本学における男女

共同参画を推進することを目的として実施されるものです。 

 

【応募資格】 

 本学に在籍する大学院女子学生（渡航時にも本学大学院女子学生の身分を有

する者。研究分野、国籍は問わない。なお、これまで海外において開催される

国際学会等で研究発表を行う機会が少なかった者を優先する。） 

 

【応募要件】※下記（１）～（４）を全て満たすものであること。 

（１）平成２６年７月～平成２７年３月の間に海外で開催される国際学会、シ

ンポジウム、セミナー及び研究集会等であること。（学会運営のための委

員会等は対象としない。） 

（２）特定の主題について、当該大学院生が研究発表を行うことを目的として

参加するもの。（資料収集のための参加等は対象としない。） 

（３）本事業に応募するものと同一内容で他からの助成を受けていないもの。 

（４）本学の最寄りの国際空港から開催地の最寄りの空港までの、最も経済的

な経路による、低廉な航空運賃（空港使用料・航空保険料等を含む。）が

原則１５万円以内であるもの。 

 

【採択件数】 

 ２件（予定） 

 

【支援内容】 

申請に基づき、渡航に係る費用を、１５万円を上限として、事後に支給（精

算払）する。 
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【その他】 

（１）採択者はその氏名、学年、参加した国際学会等の名称及び報告内容につ

いて、仙台Ⅰゾンタクラブホームページ上で紹介されることがあるので、

あらかじめ承知すること。 

 

（２）採択後、学外へ転出、またはやむを得ない事情により、申請内容につい

て変更が生じた場合又は参加を取り止めた場合は、速やかに下記問い合

わせ先へ連絡すること。 

 

【応募書類提出先及び問い合わせ先】 

応募書類は郵送のみにて受け付けます。 

 

〒980-8577 仙台市青葉区片平 2-1-1 

東北大学男女共同参画推進センター（総務企画部総務課総務係） 

電話番号：022-217-4811 

メールアドレス：danjyo@bureau.tohoku.ac.jp 

ホームページ: http://www.bureau.tohoku.ac.jp/danjyo/ 
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